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令和2年

第1回定例会
保 育 ス テ ー シ ョ ン 条 例 を 可 決保 育 ス テ ー シ ョ ン 条 例 を 可 決

令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 予 算 を 可 決令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 予 算 を 可 決

定例会の経過定例会の経過

川越市マスコットキャラクター ときも川越市マスコットキャラクター ときも

保育ステーションが設置される子育て安心施設のイメージ保育ステーションが設置される子育て安心施設のイメージ

令和 2 年 5 月 1 日発行

＜2月＞

２１日　 議案３９件上程 

市政報告

２７日　代表質疑

＜3月＞

　3日　議案質疑

　4日　議案質疑　議案１件上程

１８日　４常任委員会

１９日　２常任委員会

２３日　特別委員会

２５日　 議案４０件　採決 

議案７件上程 

議案７件　人事案件３件 

意見書１件　決議１件 

採決
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○制定の趣旨

　川越市保育ステーションを設置するため、川越市保

育ステーション条例を制定しようとするものです。

○制定の内容

　次に掲げる事項について定めようとするものです。

　⑴設置の趣旨

　⑵名称および位置ならびに業務

　⑶利用者の範囲、利用の手続き等

　⑷使用料　

　⑸その他管理および運営に関し必要な事項

○施行期日

　規則で定める日から施行しようとするものです。

　補正予算額　第７号　２億４６１１万２千円減

　　　　　　　第８号　　　５１６７万７千円増

　　　　　　　第９号　　　８９６２万円増

  （補正後予算額　１１４７億　５８５万１千円）

【主な内容】

第７号

○農業災害対策等

○国の令和元年度補正予算に関連する事業等

　  （小・中学校大規模改造、

　    小・中学校情報化推進）

○事業実施後の事業費の精算

第８号

○ 社会福祉施設復旧補助（障害者支援施設等、軽費老

人ホーム）

○防災施設設置管理

　… 新型コロナウイルス感染症に対応するための備蓄

品の補充等

○臨時職員賃金（学童保育室）

　… 新型コロナウイルス感染症に対応するための学童

保育室の開室時間の変更に伴うもの

第９号

○感染症等対策

　… 新型コロナウイルス感染症に対応するための簡易

陰圧装置の購入

令和２年度一般会計予算・一般会計補正予算（第 1 号）

令和元年度一般会計補正予算（第７・８・９号）

保育ステーション条例 市
長
提
出
議
案

５０件の市長提出議案を審議しました。

各議案への質疑については、４～９ページを、

討論は、９～10ページをご覧ください。

採決の結果は３ページの議決結果一覧表を

ご覧ください。

・令和２年度の予算額は、１１５８億５千万円

 （対前年度比　４３億円増）

・特別会計と合わせた予算総額は、

 １９７９億２０４７万８千円

　厳しい財政状況の下、子育て支援や教育環境の充実

を図るとともに、オリンピック関連事業の実施や災害

に強い安全・安心なまちづくりに取り組みます。

【主な内容】

○家庭訪問型子育て支援事業

○川越市民サービスステーションの設置

○（仮称）旭町１丁目公園整備工事

○江川流域都市下水路の施設保全整備工事

○デマンド型交通事業の拡充

○パートナーシップ宣誓制度

○オリンピック関連事業の推進　など

・補正予算額　第１号　　　４３５５万５千円増

 （補正後予算額　１１５８億９３５５万５千円）

【主な内容】

○中小企業関係融資

　… 新型コロナウイルス感染症により影響を受ける小

規模企業者に対する保証料および利子の補助に係

る補助金

○ 小規模企業者セーフティ融資の特例に係る利子補助

（新型コロナウイルス感染症対策）（債務負担行為）

※ 「債務負担行為」とは、次年度以降の支出について、あら

かじめその内容を予算の一部として定めておくものです。
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●全員一致で可決した議案

議案番号 議　　案　　名 議案番号 議　　案　　名

議案 1
川越市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例
議案 24

令和元年度川越市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）

議案 2
川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例
議案 25 令和元年度川越市歯科診療事業特別会計補正予算（第１号）

議案 3

川越市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び

川越市会計年度任用職員の勤務時間、休日及び休暇に関

する条例の一部を改正する条例

議案 26 令和元年度川越市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案 4
川越市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例
議案 27

令和元年度川越市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）

議案 5 川越市印鑑条例の一部を改正する条例 議案 28 令和元年度川越市水道事業会計補正予算（第２号）

議案 6
川越市無料低額宿泊所等の設備及び運営に関する基準等

を定める条例
議案 29 令和元年度川越市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

議案 7
川越市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案 33 令和２年度川越市歯科診療事業特別会計予算

議案 8 川越市保育ステーション条例 議案 35
令和２年度川越市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会

計予算

議案 9 川越市衛生関係事務手数料条例の一部を改正する条例 議案 40 令和元年度川越市一般会計補正予算（第８号）

議案 10 川越市動物の愛護及び管理に関する法律施行条例 議案 41
特別職の職員で常勤の者の給与等に関する条例等の一部

を改正する条例

議案 11 川越市浄化槽保守点検業者登録条例の一部を改正する条例 議案 42 令和元年度川越市一般会計補正予算（第９号）

議案 12
川越市都市の低炭素化の促進に関する法律関係手数料条

例の一部を改正する条例
議案 43 令和元年度川越市水道事業会計補正予算（第３号）

議案 13
川越市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律

関係手数料条例の一部を改正する条例
議案 44 令和元年度川越市公共下水道事業会計補正予算（第４号）

議案 14
川越市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条

例及び川越市監査委員条例の一部を改正する条例
議案 45 令和２年度川越市一般会計補正予算（第１号）

議案 15 包括外部監査契約 議案 46 令和２年度川越市水道事業会計補正予算（第１号）

議案 16 川越駅西口歩行者用デッキ延伸工事請負契約の変更 議案 47 令和２年度川越市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

議案 17 脇田歩道橋耐震補強工事（上部工）請負契約 同意 1 副市長の選任につき同意を求めること 〈栗原薫 氏〉

議案 18 脇田歩道橋耐震補強工事（下部工）請負契約の変更 同意 2
教育委員会委員の任命につき同意を求めること 

 〈佐久間佳枝 氏〉

議案 19 排水ポンプ車の取得 同意 3
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること 

 〈江田肇 氏〉

議案 20 権利の放棄 意見書 1 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

議案 21 川越市道路線の認定（開発行為） 決議 1 新型コロナウイルス感染症対策に関する決議

議案 23
令和元年度川越市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）
＊議長は採決に加わっておりません

議案議決結果一覧表

●賛否が分かれた議案 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

議　案

番　号
議　　案　　名

議　決 

結　果

会派等の賛否

自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

清
令
会

川
越
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

政
晴
会

無会派

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

11 人 7人 5人 3人 3人 3人 1人 1人 1人 1人

議案 22 令和元年度川越市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 30 令和２年度川越市一般会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 31 令和２年度川越市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 32 令和２年度川越市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 34 令和２年度川越市介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 36 令和２年度川越市川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 37 令和２年度川越市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 38 令和２年度川越市水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 39 令和２年度川越市公共下水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ※１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊議長は採決に加わっておりません

※１…反対４人、退席１人
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を
一
体
的
に
受
け
止
め
、
適

切
な
支
援
窓
口
へ
つ
な
げ
、

速
や
か
に
課
題
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
係
る
今
後
の
予
定
は
。

答
策
定
中
の
個
別
施
設
計
画

の
計
画
期
間
で
あ
る
令
和
７

年
度
ま
で
の
取
り
組
み
内
容

を
精
査
し
て
お
り
、
令
和
２

年
度
中
に
は
計
画
を
策
定
し

示
せ
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
河
川
氾
濫
を
防
止
す
る
た

め
に
管
理
が
異
な
る
国
、
県
、

他
市
と
ど
の
よ
う
に
連
携
を

問
蔵
ｉ
ｎ
ガ
ル
テ
ン
川
越
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
元
年
度
は
農
業
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
改
修
の
実
施

設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
セ

ン
タ
ー
北
側
に
あ
る
市
民
農

園
の
拡
張
工
事
を
実
施
。
令

和
２
年
度
は
伊
佐
沼
農
産
物

直
売
所
の
改
修
整
備
や
駐
車

場
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

問
川
越
市
民
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ
る
福

祉
総
合
相
談
窓
口
の
意
義
は
。

答
福
祉
総
合
相
談
窓
口
は
、

複
雑
化
・
複
合
化
す
る
福
祉

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

今
定
例
会
で
は
延
べ
32
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
が
提
出
し
た
議
案
の
内
容
、
提
案
の
理
由
等
に
つ

い
て
、
疑
問
点
や
不
明
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
対
す

る
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

採
決
の
際
、
討
論
を
行
っ
た
議
案
は
、
「
討
論
あ
り
」 

と
表
示
し
、
９
～
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
に
お
け
る

代
表
質
疑
・
議
案
質
疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

代
表
質
疑

市
政
・
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
清
令
会
】

【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
政
晴
会
】【
日
本
共
産
党
】

進
め
る
の
か
、
方
針
を
伺
う
。

答
各
河
川
管
理
者
が
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
河
川
の
整

備
を
連
携
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
国
、
県
、
関

係
自
治
体
が
連
携
し
、
治
水

安
全
度
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
積
極
的
に
働
き
掛
け
、

早
急
に
治
水
対
策
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

問
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設

・
イ
ン
フ
ラ
を
、
市
民
の
公

平
性
を
担
保
し
た
上
で
い
か

に
維
持
す
る
の
か
伺
う
。

答
今
後
、
集
中
す
る
更
新
需

要
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
生
活
に
密
接
し
た

施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
特
徴
や
設
置
状
況
等
を

踏
ま
え
、
将
来
に
過
度
の
負

担
を
残
す
こ
と
な
く
継
続
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
整
備
更
新
や
維

持
保
全
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
市
長
が
３
期
11
年
で
成
し

遂
げ
た
改
革
と
は
何
か
伺
う
。

答
民
間
活
力
を
生
か
し
、
効

率
的
・
効
果
的
な
施
設
整
備

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
な
ぐ
わ
し
公
園

ピ
コ
ア
や
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
し

た
他
、
民
間
委
託
の
推
進
、

事
務
事
業
の
外
部
評
価
実
施
、

職
員
定
数
の
管
理
、
各
種
補

助
金
の
見
直
し
等
で
一
定
の

成
果
を
果
た
し
た
と
考
え
る
。

問
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市

内
主
要
駅
で
新
た
に
展
開
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答
他
の
駅
へ
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画

は
な
い
が
、
子
育
て
安
心
施

設
で
実
施
す
る
事
業
の
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
旧
市
民
会
館
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
同
一
敷
地
内
に
や
ま
ぶ
き

会
館
が
あ
る
こ
と
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
市
長
の
任
期
最
終
年
度
に

当
た
り
、
こ
の
11
年
間
を
振

り
返
っ
て
、
市
政
運
営
に
つ

い
て
の
達
成
度
は
。

答
４
つ
の
川
越
づ
く
り
に
関

す
る
施
策
に
注
力
し
、
保
育

施
設
の
定
員
増
、
小
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入
、
川
越

駅
等
の
駅
前
広
場
整
備
、
な

ぐ
わ
し
公
園
ピ
コ
ア
や
ウ
ェ

ス
タ
川
越
お
よ
び
新
斎
場
の

供
用
開
始
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
運
行
開
始
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
等
は
達
成
で
き
た
。

問
教
育
長
就
任
５
年
目
を
迎

え
る
本
年
、
特
に
力
を
入
れ

る
の
は
何
か
。

答
加
速
度
を
増
し
て
変
化
す

る
社
会
の
中
で
、
よ
り
良
い

社
会
と
幸
福
な
人
生
の
作
り

手
と
な
る
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
学
び
の
過
程
を

質
的
に
高
め
、
自
分
で
自
分

の
未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
「
生
き
る
力
」
を

改
め
て
捉
え
直
し
、
教
育
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
よ
る
危
機
対
応
を

所
管
し
て
い
る
は
ず
の
防
災

危
機
管
理
室
で
は
な
く
、
保

健
医
療
部
中
心
で
対
応
し
て

い
る
が
、
組
織
横
断
的
な
対

応
が
で
き
て
い
る
の
か
。

答
川
越
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
会
議
を
設

置
し
、
保
健
医
療
部
を
中
心

に
対
応
し
て
い
る
が
、
市
長

が
議
長
と
な
り
各
部
局
を
統

括
し
、
全
庁
的
な
危
機
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

問
文
化
財
建
造
物
の
保
存
に

つ
い
て
、
何
を
基
準
に
保
存

の
可
否
を
決
め
て
い
る
の
か
。

答
市
に
と
っ
て
特
に
重
要
な

も
の
を
市
指
定
文
化
財
と
し
、

保
存
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
公
共
施
設
の
整
備
は
、
市

全
体
の
あ
る
べ
き
姿
や
将
来

を
考
え
進
め
る
べ
き
だ
が
、

今
後
の
進
め
方
を
伺
い
た
い
。

答
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、

今
後
も
、
公
共
施
設
の
整
備

更
新
の
検
討
を
全
庁
的
な
取

り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
肺
炎
の
拡
大
を
受
け

危
機
管
理
に
ど
う
臨
む
か
。

答
対
策
会
議
を
設
置
し
感
染

拡
大
防
止
等
に
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
市
民
の
安

全
と
生
活
を
守
る
べ
き
首
長

が
率
先
し
て
事
に
当
た
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も

適
切
な
判
断
と
対
応
を
行
う
。

問
市
民
生
活
へ
の
認
識
は
。

答
給
与
所
得
の
増
加
な
ど
の

面
も
見
ら
れ
る
が
、
支
援
を

必
要
と
す
る
生
活
困
難
な
世

帯
や
子
ど
も
も
存
在
す
る
。

市
内
企
業
で
は
人
手
不
足
等
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議
案
第
５
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

【
無
所
属
】

議
案
第
８
号

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
条
例

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
16
号

川
越
駅
西
口
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
延
伸
工
事
請
負
契
約
の
変
更

【
公
明
党
】

議
案
第
６
号

無
料
低
額
宿
泊
所
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

【
日
本
共
産
党
】

問
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
を
見
直

す
法
律
が
成
立
し
た
背
景
に

つ
い
て
伺
う
。

答
成
年
後
見
制
度
は
、
判
断

能
力
の
不
十
分
な
人
を
保
護

し
、
支
え
る
手
段
で
あ
る
が
、

同
制
度
の
利
用
に
よ
り
一
律

に
資
格
等
か
ら
排
除
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
成
年
被
後
見

人
等
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

不
当
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う

権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
を

問
不
適
法
な
設
備
や
運
営
が

確
認
さ
れ
た
場
合
の
市
の
対

一
括
し
て
見
直
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
成
年
後
見
制
度
が
で
き
て

20
年
に
な
り
、
３
６
３
人
が

利
用
し
て
い
る
。
改
正
に
よ

り
印
鑑
登
録
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
伺
う
。

答
法
定
代
理
人
が
同
行
し
、

か
つ
、
成
年
被
後
見
人
本
人

に
よ
る
申
請
が
あ
る
と
き
に

は
、
当
該
成
年
被
後
見
人
は

意
思
能
力
を
有
す
る
も
の
と

し
て
、
印
鑑
の
登
録
の
申
請

を
受
け
付
け
る
。

応
を
伺
う
。

答
改
善
命
令
を
行
い
、
改
善

の
課
題
が
あ
り
、
市
内
経
済

の
景
況
感
も
ま
だ
厳
し
い
も

の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
教
員
の
多
忙
化
を
ど
う
改

善
す
る
の
か
。

答
教
員
は
、
本
来
の
授
業
の

他
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

の
中
で
仕
事
内
容
の
優
先
順

位
を
付
け
、
低
い
も
の
は
思

い
切
っ
て
切
り
捨
て
る
な
ど

の
方
法
を
取
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
事
業

の
停
止
ま
た
は
制
限
を
命
ず

る
。
命
令
に
従
わ
ず
、
悪
質

な
場
合
に
は
、
罰
則
の
適
用

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

問
居
室
が
狭
く
、
自
立
で
き

る
人
は
居
宅
で
生
活
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

長
期
入
居
に
対
す
る
市
の
見

解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
日
常
的
な
支
援
を
受
け
る

た
め
宿
泊
所
で
の
生
活
の
継

続
を
希
望
す
る
人
や
、
過
去

の
負
債
状
況
に
よ
り
不
動
産

契
約
や
就
職
面
接
で
成
果
を

得
ら
れ
な
い
人
も
い
る
実
態

が
あ
り
、
居
住
の
場
の
確
保

の
観
点
か
ら
入
居
期
間
が
長

期
化
す
る
こ
と
も
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
。
今
後
は
、

福
祉
・
保
健
・
医
療
の
各
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
機
関

と
連
携
し
、
自
立
に
向
け
た

支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

問
送
迎
保
育
事
業
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
育
て
世
代
の
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
や
、
保
育
所
等

を
選
択
す
る
際
の
幅
が
広
が

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
送
迎
保
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
保
育
士
の
配
置
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
実
施
す

る
の
か
伺
う
。

答
国
の
基
準
を
参
考
に
、
施

設
内
で
保
育
を
行
う
保
育
士
、

送
迎
バ
ス
に
同
乗
す
る
保
育

士
等
を
配
置
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
専
用
バ
ス
で
の
送
迎
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト

を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
送
迎
す
る
ル
ー
ト
は
、
他

市
の
事
例
等
に
よ
り
、
最
長

で
も
１
時
間
程
度
が
適
切
と

考
え
る
。
具
体
的
な
ル
ー
ト

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子

ど
も
の
身
体
的
負
担
を
考
慮

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く

の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ル
ー
ト
の
設
定
を
す

る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
送
迎
保
育
事
業
の
利
用
に

関
す
る
手
続
き
を
伺
う
。

答
保
育
所
等
と
併
せ
て
申
請

す
る
場
合
は
、
希
望
の
保
育

所
ご
と
に
送
迎
保
育
の
利
用

希
望
の
有
無
を
申
請
し
、
保

育
所
等
の
入
所
決
定
と
併
せ

て
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
決
定
を
行
う
。
既
に
保
育

所
等
を
利
用
し
て
お
り
新
た

に
申
請
す
る
場
合
は
、
送
迎

保
育
の
み
利
用
決
定
を
行
う
。

問
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
定
員
を
伺
う
。

答
送
迎
保
育
事
業
は
専
用
バ

ス
２
台
で
20
名
、
保
育
施
設

等
の
自
園
所
有
バ
ス
で
10
名

程
度
の
利
用
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
時
預
か
り
事

業
は
20
名
を
予
定
し
て
い
る
。

問
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保

育
の
安
全
性
の
確
認
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

答
業
務
委
託
に
よ
る
運
営
を

予
定
し
て
お
り
、
受
託
事
業

者
と
常
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
運
営
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
確
認
を
行
う
。

問
施
工
方
法
の
変
更
の
た
め

増
額
と
な
る
が
、
理
由
は
何

か
。

答
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路

の
川
越
駅
南
大
塚
線
で
、
昼

間
の
片
側
通
行
の
交
通
規
制

が
必
要
と
判
明
し
た
た
め
、

周
辺
交
通
へ
の
影
響
を
最
小

限
と
し
、
作
業
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

問
施
工
方
法
が
ど
の
よ
う
に

変
更
に
な
る
の
か
。

答
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
上
の
シ

ェ
ル
タ
ー
設
置
に
当
た
り
、

鉄
骨
の
建
て
方
な
ど
地
上
部

か
ら
の
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
施

工
を
、
デ
ッ
キ
上
で
の
ミ
ニ

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
作
業
と
仮

設
足
場
の
設
置
に
よ
る
施
工

方
法
に
変
更
す
る
。

問
車
両
交
通
や
歩
行
者
の
安

全
対
策
に
変
更
は
生
じ
る
の

か
。

答
作
業
場
所
に
変
更
が
生
じ

て
い
る
の
で
、
車
両
交
通
や

歩
行
者
が
安
全
安
心
に
工
事

箇
所
周
辺
を
通
行
で
き
る
安

全
対
策
に
見
直
し
て
い
る
。
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降
雨
状
況
や
水
位
に
つ
い
て

も
随
時
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。

坂
戸
市
と
は
、
相
互
に
排
水

訓
練
に
参
加
し
た
他
、
業
務

委
託
に
よ
る
排
水
活
動
に
関

す
る
情
報
を
聴
取
し
て
い
る
。

問
職
員
等
の
出
動
体
制
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
台
風
等
が
数
日
間
継
続
し

た
場
合
や
交
代
職
員
の
休
息

を
考
慮
し
、
業
務
委
託
の
活

用
等
を
含
め
、
効
果
的
な
出

動
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

舗
装
の
補
修
は
部
分
的
に
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
資

材
搬
入
な
ど
で
歩
道
部
を
一

時
規
制
す
る
場
合
に
は
夜
間

に
実
施
す
る
こ
と
や
、
通
行

エ
リ
ア
と
作
業
エ
リ
ア
を
明

確
に
分
け
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
歩
行
者
等
に
十
分
配
慮

し
て
工
事
を
進
め
て
い
く
。

問
本
市
は
河
川
が
多
い
こ
と

か
ら
、
近
隣
市
と
の
連
携
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
ふ
じ
み
野
市
と
は
、
台
風

時
の
江
川
都
市
下
水
路
に
お

け
る
排
水
ポ
ン
プ
車
の
出
動

や
配
置
に
つ
い
て
調
整
し
、

問
今
回
の
耐
震
補
強
工
事
の

目
的
は
。

答
脇
田
歩
道
橋
は
、
多
く
の

車
両
や
歩
行
者
が
通
行
す
る

川
越
駅
の
周
辺
に
位
置
し
、

重
要
度
が
大
変
高
い
こ
と
に

加
え
、
緊
急
輸
送
道
路
や
複

数
の
鉄
道
を
ま
た
ぐ
こ
と
か

ら
、
地
震
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
一
部
に
経
年
劣
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上

部
工
の
耐
震
補
強
と
劣
化
部

の
補
修
を
併
せ
て
実
施
す
る
。

問
歩
行
者
等
へ
の
配
慮
は
。

答
今
回
の
工
事
は
、
橋
桁
下

側
の
作
業
が
中
心
で
あ
り
、

問
入
札
結
果
に
差
が
あ
る
の

は
な
ぜ
か
伺
う
。

答
車
両
等
の
仕
様
を
定
め
、

入
札
者
各
社
が
積
算
し
た
結

果
、
各
機
器
の
調
達
価
格
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
差
が
生

じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

議
案
第
17
号

脇
田
歩
道
橋
耐
震
補
強
工
事(

上
部
工)

請
負
契
約

【
公
明
党
】

議
案
第
19
号

排
水
ポ
ン
プ
車
の
取
得

【
公
明
党
】

問
民
生
費
で
金
額
が
約
３
億

円
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
事

業
の
精
算
に
伴
う
減
と
な
っ

た
理
由
は
何
か
。

答
一
部
の
民
間
保
育
所
や
障

害
者
施
設
の
整
備
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
う
補
助
金

の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

問
土
木
費
で
事
業
の
精
算
に

伴
う
減
と
な
っ
た
理
由
は
何

か
。

答
道
路
橋
り
ょ
う
費
、
都
市

計
画
費
に
お
い
て
、
継
続
費

の
変
更
に
伴
う
工
事
請
負
費

の
減
の
ほ
か
、
予
定
し
て
い

た
用
地
の
取
得
が
困
難
に
な

っ
た
こ
と
に
伴
う
土
地
購
入

費
の
減
等
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
蔵
造
り
資
料
館
の
耐
震
化

事
業
の
見
直
し
に
当
た
り
、

文
化
庁
か
ら
の
補
助
金
の
返

還
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
補
助
金
の
返
還
が
生
じ
る

可
能
性
も
あ
り
、
文
化
庁
か

ら
、
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
整
備
、
障
害
者
支
援
施
設

等
の
施
設
整
備
に
係
る
補
助

金
、
幹
線
道
路
等
の
整
備
、

川
越
西
中
学
校
体
育
館
の
大

規
模
改
修
工
事
に
係
る
事
業

費
を
計
上
し
た
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
教
育
に
与
え
る
影
響
は
。

答
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
課

題
が
あ
り
、
予
算
編
成
上
、

他
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
す
る
こ
と
や
、
ス
キ
ル
が

十
分
で
な
い
教
員
の
負
担
感

が
増
す
と
い
う
影
響
が
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
と
し
て
中
小
企

業
緊
急
融
資
等
も
含
め
た
補

正
予
算
の
必
要
性
を
伺
う
。

答
状
況
が
日
々
変
化
し
て
お

り
、
国
や
県
の
動
向
の
注
視

や
情
報
収
集
に
努
め
、
適
切

な
時
期
に
補
正
予
算
の
編
成

も
含
め
て
必
要
な
予
算
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

十
分
な
調
査
を
行
い
、
事
業

見
直
し
後
も
利
用
可
能
な
耐

震
診
断
業
務
委
託
・
設
計
業

務
委
託
等
を
除
い
た
返
還
額

の
詳
細
を
詰
め
て
い
く
、
と

の
話
を
得
て
い
る
。

問
休
館
が
続
く
が
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
入
館
料
の
減
収
が
見
込
ま

れ
、
で
き
る
限
り
早
期
の
工

事
再
開
を
目
指
し
て
い
く
。

問
多
忙
な
教
員
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
す
る
授
業
に
お
け
る

人
的
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
い
っ
た

専
門
の
職
員
の
配
置
に
よ
り
、

効
果
的
な
学
習
活
動
が
見
込

め
る
が
、
ま
ず
は
地
域
の
企

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

協
力
を
検
討
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
国
の
補
正
予
算
を
受
け
て

組
ま
れ
た
事
業
を
伺
う
。

答
主
に
、
市
立
学
校
の
高
速

問
予
算
規
模
が
過
去
最
大
の

１
１
５
８
億
５
千
万
円
で
前

年
度
比
43
億
円
増
と
な
っ
て

い
る
が
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

既に導入されている排水ポンプ車既に導入されている排水ポンプ車

議
案
第
22
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

【
公
明
党
】【
無
所
属
】【
日
本
共
産
党
】

討
論
あ
り

議
案
第
30
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

【
自
由
民
主
党
】【
清
令
会
】【
公
明
党
】【
無
所
属
】

【
政
晴
会
】【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】

討
論
あ
り
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答
現
状
で
小
学
校
22
校
、
中

学
校
11
校
に
設
置
し
て
お
り
、

新
た
に
小
学
校
３
校
、
中
学

校
１
校
に
設
置
す
る
。

問
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
者

の
避
難
先
と
し
て
市
営
住
宅

の
提
供
に
つ
い
て
、
伺
う
。

答
ま
ず
は
一
時
保
護
施
設
等

へ
の
避
難
を
優
先
し
、
そ
の

後
の
住
居
の
安
定
や
自
立
支

援
の
た
め
の
市
営
住
宅
の
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
と

仕
組
み
づ
く
り
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
や
延
期
に
つ
い
て
、
本
市

が
補
助
金
で
関
わ
る
民
間
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
考
え
は
。

答
本
市
か
ら
自
粛
要
請
を
行

え
る
も
の
で
は
な
く
、
主
催

者
に
お
い
て
中
止
や
延
期
の

判
断
を
行
う
も
の
と
考
え
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
示
す
、
全
児
童
・
生
徒
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ
る
、

本
市
の
授
業
イ
メ
ー
ジ
は
。

答
児
童
生
徒
が
習
熟
に
合
わ

せ
た
練
習
問
題
に
取
り
組
み
、

教
員
が
適
宜
支
援
す
る
こ
と

答
幼
保
無
償
化
や
社
会
保
障

経
費
で
約
31
億
５
千
万
円
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
等
で
約
10
億
７
千
万
円
増

加
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問
増
形
地
区
産
業
団
地
整
備

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
の

県
企
業
局
と
道
路
や
公
園
を

含
む
産
業
団
地
の
早
期
整
備

に
向
け
事
務
を
進
め
て
い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
経
済
や
観
光
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
企

業
へ
の
売
上
高
等
の
減
少
に

対
す
る
融
資
制
度
を
伺
う
。

答
市
で
は
小
規
模
企
業
者
セ

ー
フ
テ
ィ
融
資
制
度
を
設
け

て
お
り
、
県
や
日
本
政
策
金

融
公
庫
に
よ
る
融
資
は
要
件

緩
和
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
や
相
談
窓

口
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進

ん
だ
中
で
の
予
算
編
成
の
状

況
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中

を
一
層
進
め
、
経
常
経
費
の

縮
減
に
取
り
組
み
、
大
規
模

事
業
も
財
政
へ
の
影
響
を
踏

ま
え
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

問
今
後
の
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
更
新
需
要
増
大

の
中
、
整
備
更
新
の
対
策
は
。

答
現
在
の
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
全
て
の
維
持
は

困
難
で
あ
る
。
公
共
施
設
の

複
合
化
や
集
約
化
、
廃
止
等

を
行
い
、
施
設
総
量
を
縮
減

し
、
公
共
施
設
等
に
係
る
費

用
を
低
減
さ
せ
て
い
く
。

問
現
在
の
財
政
構
造
を
改
善

し
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
上
で
の
市
長
の
考
え
は
。

答
将
来
の
川
越
市
の
発
展
の

基
盤
を
築
く
た
め
、
絶
え
ず

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、

事
務
執
行
に
創
意
工
夫
を
凝

ら
す
と
と
も
に
、
積
極
的
な

歳
入
確
保
等
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は
、

ど
の
よ
う
な
点
か
？

答
過
去
最
大
の
予
算
規
模
だ

が
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

高
く
な
っ
た
。
経
常
経
費
な

ど
を
見
直
し
、
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
財

政
運
営
に
配
慮
し
た
上
で
、

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

充
実
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
重
点

的
に
配
分
し
た
。

問
歳
入
と
歳
出
の
乖
離
額
を

ど
の
よ
う
に
査
定
し
て
、
予

算
を
編
成
し
た
の
か
？

答
実
施
計
画
事
業
に
つ
い
て

は
緊
急
性
や
優
先
度
を
判
断

す
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
、

手
法
等
を
踏
ま
え
経
費
圧
縮

に
努
め
た
。
ま
た
、
歳
入
は

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
た
。

　
し
か
し
、
最
終
的
に
36
億

７
千
万
円
の
乖
離
額
解
消
の

た
め
、
財
政
調
整
基
金
24
億

７
千
万
円
の
繰
り
入
れ
、
繰

越
金
10
億
円
の
計
上
等
に
よ

り
、
予
算
を
調
製
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
子
ど
も
の
い
じ
め
対
策
と

し
て
、
新
た
に
取
り
組
む
事

業
が
あ
る
か
、
伺
う
。

答
学
校
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
学
校
が

弁
護
士
と
の
法
律
相
談
に
よ

り
法
令
に
基
づ
い
た
対
応
を

行
い
、
問
題
解
決
に
資
す
る

よ
う
、
学
校
法
律
相
談
事
業

に
新
た
に
取
り
組
む
。

問
新
た
に
特
別
支
援
学
級
が

設
置
さ
れ
る
学
校
は
あ
る
の

か
、
伺
う
。

や
、
端
末
で
自
分
の
考
え
を

書
き
、
一
斉
に
大
型
提
示
装

置
に
表
示
さ
せ
る
双
方
向
型

の
一
斉
授
業
が
可
能
と
な
る
。

問
広
報
川
越
の
発
行
回
数
が

月
に
２
回
か
ら
１
回
に
減
る

が
、
印
刷
に
要
す
る
経
費
は

ど
の
程
度
削
減
さ
れ
る
の
か
。

答
印
刷
製
本
費
を
令
和
元
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

２
３
５
万
９
千
円
、
約
５
・

７
％
の
削
減
と
な
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
市
長
は
市
民
の
豊
か
さ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
認
識
の
下
、
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
か
。

答
景
況
感
は
ま
だ
厳
し
く
、

経
済
的
な
面
で
の
底
上
げ
の

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
内
の
各
産
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
は
経
済
的

な
面
で
の
底
上
げ
に
つ
な
が

る
。
本
市
は
歴
史
と
文
化
な

ど
恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
り
、

経
済
的
な
面
も
含
め
、
豊
か

さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
始
め
る
こ
と
で
市
民

生
活
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答
戸
籍
上
の
性
別
が
同
じ
で

あ
る
二
人
か
ら
の
宣
誓
を
市

が
公
的
に
証
明
す
る
こ
と
で
、

当
事
者
の
抱
え
る
困
難
や
生

き
づ
ら
さ
を
軽
減
し
、
多
様

性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
北
部
市
街
地
交
通
対
策
の

仮
想
実
験
の
概
要
は
。

答
大
学
と
の
共
同
研
究
と
し

て
行
う
も
の
で
、
複
数
の
交

通
対
策
案
を
実
施
し
た
場
合

に
得
ら
れ
る
効
果
や
周
辺
交

通
に
与
え
る
影
響
等
を
分
析

し
、
そ
の
妥
当
性
等
を
検
証

す
る
た
め
の
交
通
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

問
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
窓
口
端
末
が
リ
ー
ス
契
約

満
了
に
つ
き
廃
止
さ
れ
る
。

利
用
者
へ
の
対
応
は
。

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

無
い
な
ど
の
事
情
で
窓
口
端

末
を
利
用
し
て
い
た
人
に
は
、

各
施
設
窓
口
で
職
員
等
が
予

約
受
け
付
け
等
を
行
い
対
応

し
て
い
く
。

問
中
小
企
業
関
係
融
資
の
利

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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問
簡
易
陰
圧
装
置
は
、
何
台

購
入
の
予
定
な
の
か
伺
う
。

答
個
室
の
ド
ア
に
取
り
付
け

る
だ
け
で
空
気
感
染
隔
離
が

で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
前
室
が

１
台
、
廊
下
を
簡
易
封
鎖
し

既
存
施
設
の
フ
ロ
ア
を
集
団

隔
離
空
間
に
す
る
こ
と
が
可

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問
う
。

答
市
の
全
て
の
部
署
に
手
洗

い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

と
こ
ま
め
な
清
掃
・
消
毒
の

協
力
を
依
頼
し
、
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
用
し
た

消
毒
方
法
も
提
示
し
た
。
今

後
も
有
効
性
を
周
知
し
、
感

染
予
防
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

被
災
し
た
福
祉
施
設
の
現
状

を
伺
う
。

答
障
害
者
支
援
施
設
等
は
３

月
末
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は

２
月
末
ま
で
に
復
旧
工
事
が

完
了
し
、
全
て
の
避
難
者
が

施
設
に
戻
る
予
定
で
あ
る
。

問
マ
ス
ク
の
備
蓄
は
合
計
８

能
な
集
団
隔
離
装
置
が
１
台
、

合
計
２
台
を
予
定
し
て
い
る
。

問
簡
易
陰
圧
装
置
は
、
ど
の

よ
う
な
医
療
機
関
へ
設
置
が

想
定
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答
今
後
、
感
染
症
患
者
数
が

増
加
し
た
と
き
に
備
え
、
本

市
の
備
品
と
し
て
購
入
し
、

万
枚
以
上
あ
り
、
妊
婦
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
へ
の
マ
ス

ク
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人

へ
の
備
蓄
マ
ス
ク
の
活
用
は
、

効
果
的
な
予
防
対
策
に
取
り

組
め
る
よ
う
情
報
提
供
を
行

っ
た
上
で
、
効
果
的
な
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
臨
時
休
校
に
伴
う
学
校
で

の
児
童
受
け
入
れ
は
教
室
だ

け
で
な
く
、
校
庭
等
を
使
用

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
国
か
ら
も
図
書
館
、
体
育

館
、
校
庭
等
が
利
用
可
能
で

あ
る
場
合
に
は
積
極
的
に
施

設
の
活
用
を
推
進
す
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
早
急

に
対
応
し
て
い
く
。

議
案
第
42
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

配
で
あ
る
が
、
な
ぜ
学
童
保

育
の
職
員
賃
金
だ
け
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
い
、

学
童
保
育
臨
時
指
導
員
の
勤

務
時
間
を
変
更
し
、
所
定
勤

務
時
間
を
超
え
る
こ
と
に
よ

る
賃
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
学
校
関
係
の
臨
時

的
任
用
職
員
は
、
勤
務
時
間

の
所
定
勤
務
時
間
を
越
え
る

職
種
が
な
い
こ
と
か
ら
、
計

上
し
て
い
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
災
害
時
用
の
備
蓄
マ
ス
ク

は
、
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る

予
定
な
の
か
。

答
卒
業
式
に
お
け
る
感
染
予

防
対
策
と
し
て
、
臨
時
・
緊

急
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し

た
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
マ
ス
ク
の
供
給
状
況
等

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
会
議
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
対
応
す
る
。

問
マ
ス
ク
だ
け
で
な
く
ア
ル

コ
ー
ル
も
不
足
し
て
い
る
が
、

家
庭
用
漂
白
剤
で
次
亜
塩
素

酸
消
毒
液
を
容
易
に
作
成
で

き
る
。
次
亜
塩
素
酸
消
毒
液

に
よ
る
市
施
設
の
消
毒
を
、

よ
り
こ
ま
め
に
実
施
す
べ
き

答
２
月
末
日
現
在
の
学
童
保

育
指
導
員
の
平
均
月
額
賃
金

を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
２

割
５
分
増
し
た
時
給
額
１
４

６
７
円
に
、
指
導
員
数
、
勤

務
延
長
時
間
数
お
よ
び
日
数

を
乗
じ
た
金
額
で
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
る
追
加
計
上

の
使
用
目
的
は
何
か
伺
う
。

答
卒
業
式
に
お
け
る
感
染
予

防
対
策
と
し
て
活
用
す
る
備

蓄
マ
ス
ク
の
補
充
を
行
う
と

と
も
に
、
今
後
対
応
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
備
え
追
加

で
備
蓄
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
は
重
要
と
考
え
る
が
、

マ
ス
ク
購
入
は
ど
の
よ
う
に

意
思
決
定
し
た
の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
長
を
議
長
と
し
た

川
越
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
会
議
に
お
い

て
推
進
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
・
安
全
を
第
一

に
考
え
、
意
思
決
定
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
休
校
に
よ
り
無
給
の
非
正

規
職
員
が
発
生
し
な
い
か
心

議
案
第
40
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

【
公
明
党
】【
無
所
属
】【
自
由
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】

子
補
給
制
度
へ
の
変
更
に
伴

う
効
果
は
。

答
創
業
支
援
な
ど
、
市
の
施

策
推
進
に
向
け
た
効
果
的
な

問
国
保
加
入
者
の
所
得
の
種

類
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
平
成
30
年
度
は
、
所
得
無

し
32
・
１
％
、
営
業
８
・
７

％
、
農
業
０
・
３
％
、
年
金

21
・
８
％
、
給
与
31
・
０
％

で
あ
る
。

問
国
の
示
す
と
お
り
に
国
保

税
を
値
上
げ
し
た
ら
、
川
越

市
の
保
険
税
は
ど
う
な
る
か
。

答
年
齢
65
歳
、
年
金
収
入
１

２
０
万
円
の
場
合
、
約
１
万

９
１
０
０
円
の
増
、
年
齢
40

代
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
４

問
社
会
福
祉
施
設
等
設
備
災

害
復
旧
費
補
助
金
の
概
要
を

伺
う
。

答
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
り
被
災
し
た
福
祉
施
設
の

設
備
の
復
旧
に
係
る
経
費
を

支
援
が
可
能
に
な
っ
た
。
今

後
も
実
効
性
の
高
い
制
度
融

資
を
運
営
す
る
。

人
家
族
、
給
与
収
入
４
０
０

万
円
の
場
合
、
約
６
万
２
８

０
０
円
の
増
と
な
る
。

問
低
所
得
や
無
収
入
、
高
齢

者
が
多
く
、
保
険
税
が
払
え

な
く
な
る
と
思
う
が
、
国
等

に
求
め
る
こ
と
は
何
か
。

答
国
に
は
公
費
約
３
４
０
０

億
円
の
財
政
支
援
の
継
続
実

施
と
一
層
の
拡
充
や
、
子
ど

も
の
均
等
割
保
険
料
を
軽
減

す
る
支
援
制
度
の
創
設
等
、

県
に
は
保
険
者
と
し
て
の
機

能
強
化
を
要
望
し
て
い
く
。

国
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
る
た
め
の
学

童
保
育
室
の
開
室
時
間
の
変

更
に
伴
う
臨
時
職
員
賃
金
の

積
算
根
拠
は
何
か
伺
う
。

議
案
第
31
号

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

【
日
本
共
産
党
】
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減
少
し
、
安
定
し
た
事
業
の

継
続
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
利
息
や
保

証
料
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

し
た
制
度
を
新
た
に
設
け
た
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 討
　
論

感
染
症
患
者
の
入
院
病
床
の

確
保
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

医
療
機
関
に
貸
与
し
て
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
設
置
す
る
医
療
機
関
は
未

定
で
あ
る
が
、
本
装
置
を
活

用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

病
床
を
確
保
で
き
る
医
療
機

関
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
補
正
予
算
を
計
上
す

る
目
的
は
。

答
３
月
10
日
に
国
か
ら
示
さ

れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対

応
策
（
第
２
弾
）
」
の
内
容

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
市
の
教
育
現
場
で
は
教
員

不
足
解
消
や
学
校
の
大
規
模

改
修
が
急
務
だ
が
国
は
教
員

定
数
改
善
に
背
を
向
け
、
施

設
整
備
の
補
助
金
も
半
減
さ

を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
市

内
の
発
生
状
況
、
市
民
生
活

や
市
内
経
済
へ
の
影
響
等
を

注
視
し
て
き
た
。
そ
の
後
、

３
月
17
日
の
川
越
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

会
議
で
予
算
措
置
の
必
要
性

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今
般

の
補
正
予
算
編
成
に
至
っ
た
。

問
補
正
予
算
の
財
源
は
。

答
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

財
源
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
生
活
保
護
費
に
係

る
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
４
分
の
３
相
当
額
が

国
か
ら
令
和
２
年
度
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
補
正
予
算
に
所
要
額
を

計
上
し
た
。

議
案
第
45
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

【
日
本
共
産
党
】

同
意
第
１
号

副
市
長
の
選
任

【
無
所
属
】

問
小
規
模
企
業
者
支
援
の
事

業
内
容
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
経
営
の

安
定
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

小
規
模
企
業
者
の
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
、
既
存
の

セ
ー
フ
テ
ィ
融
資
を
拡
充
す

る
も
の
で
、
信
用
保
証
料
全

問
国
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占

め
る
割
合
を
30
％
程
度
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
が
、
市
の
管
理
職
は
22
・

38
％
で
あ
り
、
女
性
ゼ
ロ
の

庁
内
会
議
も
あ
る
。
選
任
す

る
に
当
た
り
、
女
性
の
活
用

を
検
討
し
た
か
伺
う
。

答
副
市
長
は
、
市
政
運
営
に

お
い
て
市
長
を
補
佐
し
、
政

策
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
部

局
間
の
調
整
や
市
長
不
在
時

の
職
務
代
行
等
の
役
割
を
有

額
補
助
、
貸
し
付
け
利
率
は

２
年
間
実
質
無
利
子
と
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
予
算
措
置
に
よ
り
、
お
よ

そ
１
５
０
社
を
支
援
で
き
る
。

問
支
援
の
実
施
に
至
っ
た
背

景
は
。

答
川
越
商
工
会
議
所
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
、

す
る
。
人
選
は
、
直
面
す
る

行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す

る
重
責
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
行
政
経
験
を
有
す
る
者
を

男
女
の
区
別
な
く
検
討
し
た
。

問
検
討
さ
れ
た
が
、
女
性
の

選
任
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由

を
伺
う
。

答
男
性
に
限
ら
ず
、
女
性
も

含
め
て
、
重
責
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
人
か
ど
う
か
を
基

準
と
し
て
検
討
し
た
。
結
果

と
し
て
、
栗
原
氏
が
適
任
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

市
で
実
施
し
て
い
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の
認
定

事
務
を
通
し
て
、
数
多
く
の

小
規
模
企
業
者
が
前
年
と
比

較
し
て
大
幅
に
売
り
上
げ
が

せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
市
の

事
情
を
無
視
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
多
額
の
予

算
が
見
込
ま
れ
る
。
不
透
明

な
部
分
が
多
く
施
工
事
業
者

が
確
保
で
き
る
か
も
不
明
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
完
了
は
令

和
７
年
度
を
見
込
む
が
使
わ

れ
方
も
曖
昧
。
県
な
ど
の
一

括
調
達
で
は
市
内
経
済
循
環

か
ら
外
れ
る
。
十
分
な
計
画

に
基
づ
か
な
い
整
備
は
危
険
。

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
消
費
税
増
税
の
強
行
は
市

民
生
活
を
圧
迫
し
、
台
風
被

害
と
新
型
肺
炎
の
拡
大
は
そ

の
困
難
を
一
層
深
刻
に
し
て

い
る
。
厳
し
い
財
政
の
中
市

は
、
生
活
保
護
費
や
国
保
の

法
定
外
繰
り
入
れ
の
削
減
、

障
害
者
へ
の
不
十
分
な
支
援

の
一
方
で
駅
周
辺
の
整
備
な

ど
大
規
模
事
業
を
進
め
て
い

る
。
幼
保
無
償
化
は
財
源
を

消
費
税
と
す
る
た
め
社
会
保

障
を
圧
縮
す
る
側
面
を
持
つ
。

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
や

国
策
誘
導
の
個
人
番
号
事
業

な
ど
を
見
直
し
家
計
応
援
の

議
案
第
30
号

議
案
第
22
号

施
策
を
充
実
す
べ
き
。

賛　
　

成

【
自
由
民
主
党
】

　
昨
年
の
水
害
に
対
し
被
災

市
民
の
救
済
や
水
害
防
止
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
派
要
望
を
踏
ま
え
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
や
教
育

環
境
の
充
実
を
図
り
、
同
時

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

事
業
な
ど
積
極
的
な
予
算
編

成
を
評
価
す
る
。
市
長
は
保

育
施
設
の
定
員
を
既
に
約
３

千
人
拡
大
し
、
令
和
２
年
度

に
さ
ら
に
１
３
０
人
増
や
す
。

子
育
て
安
心
施
設
建
設
や
川

越
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
も
評

価
す
る
。
市
長
と
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
重
要
施
策
の
着

実
な
執
行
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
懸
念

さ
れ
る
市
内
経
済
へ
の
影
響

に
早
急
に
対
応
し
、
さ
ら
な

る
本
市
の
経
済
活
性
化
を
期

待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　
　

成

【
公
明
党
】

　
今
議
会
で
示
さ
れ
た
川
越

市
の
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
の
総
額
は
、
１
１
５
８
億
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５
千
万
円
で
あ
り
、
対
前
年

度
比
で
43
億
円
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
増
加
の
内

訳
を
分
析
し
た
場
合
、
歳
出

で
民
生
費
が
対
前
年
度
比
で

15
億
円
の
増
加
、
衛
生
費
が

同
様
に
16
億
円
の
増
加
と
な

り
、
合
わ
せ
て
31
億
円
に
達

し
て
お
り
、
新
年
度
予
算
で

は
、
子
育
て
施
策
、
学
校
や

学
童
保
育
施
設
の
環
境
整
備
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
、
市
民
に
希
望

と
安
心
を
も
た
ら
す
予
算
編

成
で
あ
る
と
受
け
止
め
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

賛　
　

成

【
無
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属
】

　
広
報
の
発
行
回
数
減
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
補
助
金
減

な
ど
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
防
ぐ
工
夫
が
必
要
で

あ
る
が
、
一
方
で
、
新
し
く

で
き
る
福
祉
総
合
相
談
窓
口
、

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実

施
、
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
、
小
中
学
校
の
混

合
名
簿
採
用
、
学
童
保
育
の

一
部
正
規
職
員
配
置
な
ど
、

市
民
に
寄
り
添
う
事
業
に
期

待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

の
状
況
は
、
年
収
１
０
０
万

円
に
も
満
た
な
い
人
が
７
割

も
お
り
滞
納
者
も
増
加
し
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
で
保
険
料

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
加
入

者
の
厳
し
い
暮
ら
し
の
実
情

が
伺
え
る
。

　
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
、
保
険
料

の
値
上
げ
で
低
所
得
者
の
多

い
加
入
者
へ
負
担
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
国
が
責

任
を
持
っ
て
国
費
を
投
入
し

財
政
基
盤
の
抜
本
的
改
善
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。

◎一般質問の実施を見送り◎

　今定例会では、市職員が新型コ

ロナウイルス感染症に伴う対応に

専念できるよう、一般質問の実施

を見送りました。

市　政　報　告　　　　今定例会では、議案以外に市政の重要事項として、２件の報告がありました。

　市政報告の内容および市政報告に対する質疑については、インターネット録画放送（川越市議会ホームページから）または

今定例会の会議録（５月下旬頃から、川越市議会ホームページまたは図書館等で）よりご覧いただけます。

１　事業の概要

　駅周辺の交通の利便性および安全性の向上を図るとと

もに、地域特性に応じた整備を行う事業であり、南古谷 

駅の自由通路設置等は、その一環として推進している。

２　これまでの経緯

　平成２８年８月、地元の自治会、地域会議より「南古谷

駅北口開設及び周辺整備の早期実現に関する要望書」が提

出される。平成２９年７月、ＪＲ東日本と「調査設計」協

定を締結し、平成３０年３月に５７億円の概算工事費が

報告される。翌月から工事費圧縮に向けた協議・検討を

実施し、同年１０月、ＪＲ東日本と「地質調査」協定を締

結、令和元年６月、「追加調査設計」協定を締結。

３　「追加調査設計」の経過報告

⑴　概算工事費：約４０億円（消費税別）

　あくまでも協議継続中の現段階で市が把握した概算金

額であり、今後の現地調査や仮設計画等に応じて増減が

ありうるとともに、別途経費が発生する場合がある。

⑵　工事費を圧縮するために検討している主な内容

　地質調査結果を踏まえた杭の深さおよび配置、橋上化

部分の面積の縮小化、その他、工事期間中の仮設計画を見

直し、総合的に工事費を圧縮するよう検討している。

４　今後について

　概算工事費はＪＲ東日本から令和２年３月末に報告され

る。協議も終盤に差し掛かっており、最終的な金額は、今

回の概算工事費と大きく相違しないと考えられることか

ら、市としては、より精度を上げた工事費を把握すべく、

まずは基本設計まで速やかに着手していきたい。

川越線南古谷駅に係る自由通路設置および橋上化等 
に関するこれまでの経緯と対応状況等について

１　事業の概要

　市指定文化財である川越市蔵造り資料館の４棟につい

て、耐震性能の向上を図るもの。

２　工事再開に向けての対応状況

　平成３０年１０月、工事受注者が倒産し、契約解除。

　その後、工事業者による現場確認・意見聴取では、現状

把握が非常に困難、責任の所在が不明確で、引き継ぐこと

はできないとの意見。また、学識経験者による現場確認・

意見聴取では、現状のまま引き継ぐ業者はおらず、工事再

開に向けた方針の検討を要するとの意見。

　令和元年１０月１９日、耐震化および保存修理方法の

最適な方針を検討する「蔵造り資料館耐震化および保存

修理方法検討業務委託」を締結。１１月末に中間報告を受

け、１２月２４日に庁内検討委員会を開催。

３　今後の事業方針等

　庁内検討委員会での協議の結果、安全性の確保と解体

調査に基づくさらなる耐震性能向上を図る案で進めたい。

　今後は事業方針に基づき令和２年度に解体調査を実施。

平成２８年度に設定した継続費は廃止、令和２年度は単

年度予算とし、工事再開に合わせて継続費を設定する。

【 令和２年度】工事が中断となっている店蔵・添屋・住居

棟の解体調査を行い、併せて敷地内全体での事業の進め

方や実施方法について検討する。また、足場を撤去し、

多数の観光客や周囲に対する安全を確保する。

【 令和３年度】解体調査の成果および検討結果を実施設計

に反映させ、事業の進め方や実施方法を確定する。

【 令和４年度～】耐震化工事に着手する。

「川越市蔵造り資料館店蔵ほか耐震化工事」工事再開
に向けての対応状況と今後の事業方針について
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新型コロナウイルス感染症対策に関する決議

　新型コロナウイルスについて、厚生労働省によれば、

本年３月２４日時点において世界各地で約３７万人の感

染者と１万６千人を超える死亡者が報告されている。新

型コロナウイルスの脅威は、既に本年３月１１日に世界

保健機関（ＷＨＯ）のテドロス事務局長の会見により「パ

ンデミック（世界的な大流行）と見なせる」と表明がなさ

れ、我が日本国内においても複数のクラスター（患者集団）

の発生が確認されるまでに至っている。

　このような新型コロナウイルスの感染拡大に対して、

日本国内での感染拡大の防止に向けて政府の陣頭指揮の

下、日本国民全体として全力を挙げて取り組みに対応し

てきている。

　本市においては、国の新型コロナウイルス感染症の対

応方針を受け、１月３１日川越市新型コロナウイルス感

染症対策会議を設置し、２台目のＰＣＲ検査機器の導入

等さまざまな対応を行ってきた。その後、本市在住の方の

感染が確認されたことを受け、市民からは今後の感染

拡大を懸念するなど不安の声が上がっている。

　また、国や県の要請を受け、川越市教育委員会が小中

学校の休校を決めたことによる、子どもの学習権の保障

や居場所の確保、給食が提供されないことによる就学援

助家庭や食材納入業者への影響など困惑と不安が広がっ

た。

 （１２ページへ）

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

　下記の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、外務大臣、文部科学大臣、厚生労働

大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣（新型コロナウイルス感染症対策担当）宛てに送付しました。

　中華人民共和国湖北省武漢市において発生した新型コ

ロナウイルスによる感染症は、急速な勢いで世界中に拡

散し、世界保健機関（ＷＨＯ）において「国際的に懸念さ

れる公衆衛生上の緊急事態」を宣言するなど国際的な脅

威となっている。

　我が国においては、海外からの渡航者に加え感染経路

の分からない人から人への感染が報告される中、全国一

斉休校要請なども含め、困惑と不安が広がった。

　去る３月１９日に開催された「新型コロナウイルス感

染症対策専門家会議」による「新型コロナウイルス感染症

対策の状況分析・提言」においても、現状では突然爆発的

に患者が急増する、いわゆるオーバーシュートの懸念も

あり、このような事態が発生した場合には、一定期間の不

要不急の外出自粛や移動の制限、いわゆるロックダウン

に追い込まれる危険があるとの報告もあった。

　政府においては、何よりも国民の生命と健康を守るこ

とを最優先に、感染拡大の防止対策や持続可能な経済対

策などを総合的かつ強力に取り組むことが必要である。

　よって、本市議会は、国に対し、左記事項について早急

に対応を図るとともに、必要な人的支援・財政措置等を

講じるよう強く求めるものである。

記

１　医療・検査体制等の強化について

⑴ 　適切に相談、検査、治療が受けられる体制を構築する

とともに、軽症患者の取り扱いや一般医療機関での受

け入れルールを早期に示すこと。

⑵ 　十分なマスクや消毒液等の生産・供給体制を確立す

るとともに、医療機関や社会福祉施設等に必要な資機

材を確保できるようにすること。

⑶ 　高齢者、障がい者、福祉施設、医療機関における感染

症予防対策の支援策を講じること。

⑷ 　簡易検査キットやワクチン等の開発・製造を早急に

　進めること。

２　学校の臨時休校への対策

⑴ 　新型コロナウイルス感染症に関連する保護者等の休

業に対して、休業補償や賃金補償等の支援を行うこと。

⑵ 　未履修の学習を回復するための弾力的カリキュラム

編成を保障すること。

⑶ 　廃棄となった食材の経費、倉庫管理費、配送業務委託

費等の補填など、学校給食納入業者に対する必要な支

援を行うこと。

３　企業や労働者への支援

⑴ 　中小企業の負担を軽減するため、休業補償や雇用調

整助成金の支給において十分な配慮を図ること。

⑵ 　国の無利子、無担保、無保証の緊急融資の対象拡大と

予算の拡充や借り入れに対する返済猶予など、融資制

度等への継続的な支援を図ること。

４　情報公開について

⑴ 　新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を迅

速に提供すること。

⑵ 　外国人の感染対策として多言語対策を国として取り

組むこと。

⑶ 　感染者や濃厚接触者等の情報公開について、人権保

護や風評被害に配慮した統一的な対応方針を示すこと。

５　その他

⑴ 　介護関連施設の施設利用の確保を図ること。

⑵ 　緊急事態宣言の発動は、専門家の意見を聞いた上で

慎重に対応すること。

⑶ 　感染者・海外渡航者への差別や偏見につながる事態

を防ぐよう、教育現場をはじめ、関係機関での理解を深

めるよう周知徹底すること。

　右、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。

　　　令和２年３月２５日 川越市議会
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（１１ページより）

　加えて、観光関連事業者をはじめ、本市に多く集積す

る中小企業においては、観光客の減少に伴う商業・飲食

業の売り上げ減少、さらに、部品・材料の供給不足に伴

う生産活動の停滞など幅広い分野において収入の減少や

資金繰り悪化等の弊害が発生し、事業の存続問題まで課

題は深刻化している。

　このような事態の収拾に向けては、新型コロナウイル

スの感染終息が見通せない今、対応は非常に厳しいこと

が想定されるが、終息の見通しができた時点では川越市

の市民や経済に取り返しのつかない事態が生じているこ

とも想定される。

　だからこそ、川越市では今以上の感染者の発生を阻止

し、事態収束に向けて、行政と議会の連携はもとより、

国、県、医療関係団体・経済産業団体などの関係機関と

連携を深め、市民とともに団結して対策に取り組む必要

がある。

　よって、川越市に対し、今後、新型コロナウイルス感

染症の対策においては、改めて危機管理に対する体制を

整えるとともに、⑴医療・検査体制の強化、⑵学校の臨

時休校への対策、⑶企業や労働者等への支援、⑷新型コ

ロナウイルス感染症の適切な情報提供の４項目につい

て、市民の不安を解消し、市民が健康で安心して社会生

活を送れるよう、あらゆる努力と施策を講ずるよう要請

する。

　川越市議会としても、議会が設置した「川越市議会新

型コロナウイルス感染症対策連絡会議」を中心に市民の

声を最優先に届けるため、市と連携し、国や県に必要な

要望を適切に行っていく。そして、今後の感染防止と冷

え切った経済状況の改善に向けて、全力で取り組むとと

もに、市民の生命と安全な日常生活を守り、事態の収拾

に向けて全力で取り組むことをここに誓うものである。

　右、決議する。

　　　令和２年３月２５日 川越市議会

　２月２１日、今定例会の開会日に議場コンサートを開催しました。

　今回は、平成３０年度川越市人材発掘公開オーディションで選

ばれた団体の一つである「P
パ ー カ ッ シ ョ ン

ercussion E
ア ン サ ン ブ ル

nsemble 『T
ト ゥ ッ テ ィ

UTTI ！』」に

より、「T
ト リ ス テ ィ カ リ ー

RISTICKERY」、「日本の

四季～マリンバと打楽器のため 

の～」、「情熱大陸」の３曲の演奏

が行われました。

※議場コンサートは、東京２０２０参画プログラムの認証を受けています。

○インターネット中継（ライブ、録画）

　　… 　川越市議会ホームページ

○今定例会の会議録（５月下旬頃から）

　　…　 ホームページ、図書館等

※ ケーブルテレビ録画放送は、今定例会
の放送をもって終了しました。

本会議の模様は、議場で傍聴するほか、

下記によりご覧いただけます
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No. 　 

点字版および音声版の議会だよりを発行しています。

送付を希望する方は、議会事務局（049-224-6067）までご連絡ください。
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令和2年5月1日発行 （12）議 会 だ よ り

次回もお待ちしております

川　越　市　議　会

令 和 ２ 年 川 越 市 議 会 第 １ 回 定 例 会

合 計 １ ５ 名 の 方 が 傍 聴 さ れ ま し た 。

傍　　聴　　券

今定例会の傍聴人数
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